










編 集 後 記
大阪大学看護学雑誌 、第17巻 を無事に発刊 できます こと、関係の皆様に心か らお礼申 し上げます。
本巻には、がん看護に関す る論文ならびに総説 が多 く寄せ られま した。 これ らの背景にはがん看護 を
とりま く変化が医学系研究科保健学専攻内にも大阪大学医学部附属病院にもあるか らだと思います。
保健学専攻では平成19年 度か ら文科省のがんプ ロフェ ッショナル養成プランが始ま り、がん看護専門
看護師の養成 がスター トしま した。4年が経過 し、がん看護に関す る高度な実践家育成 と共にがん看護
の研究の面においてもその実績が形 を結び始 めたよ うに感 じま した。また、大阪大学医学部附属病院
もがん診療連携拠点病院 として地域 のがん医療の重要な役割 を担 う病院になっていることか ら、がん
看護 に関す る実践 と研究は益々重要な課題 となってきているように思います。第17巻 に掲載 された論
文は、がん患者や家族を理解す ることに寄与す る論文 になってい るのではないで しょうか。
最後にな りま したが、査読を担 当いただきま した皆様 には、本誌が質を高めてい くための的確 な助
言 とご協力 をいただき誠 にあ りが とうございました。
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